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警 察 本 部
（担当　会計課　課長代理　電話　045-211-1212　（内線） 2211）

 （注）各表中の金額は、表示単位未満切捨てのため、合計と符合しな
　　　 いことがあります。

令和２年２月７日

県民の期待と信頼に応える
力強い警察活動を展開します。



令和２年度警察費当初予算（案）の特徴

柱／主な施策等／主な事業名

安全で安心して暮らせる地域社会の実現

人件費 億 万円

給与費（警察本部費）

会計年度任用職員等報酬（警察本部費）

特殊詐欺を始めとした 億 万円

県民に不安を与える犯罪の抑止・検挙

振り込め詐欺被害防止対策推進事業費

休 ＡＩ活用型犯罪等発生予測システム推進費

人身安全関連事案に対する的確な対処 万円

生活安全警察費

交通死亡事故抑止総合対策の強化 億 万円

交通安全施設整備費

テロ、大規模災害等緊急事態対策の強化 億 万円

オリンピック・パラリンピックに伴う総合対策の強化

オリンピック・パラリンピック推進事業費

サイバー空間の脅威に対する総合対策の強化 万円

サイバー犯罪対策費

総合的な組織犯罪対策の強化 億 万円

組織犯罪対策費

少年非行防止・保護総合対策の強化 万円

少年警察費

地域住民の安心感を高める 億 万円

現場対応力の向上と街頭活動の強化

新 アクティブ交番整備費

警察車両整備費

ヘリコプター維持運営費

警察活動基盤の整備（警察施設整備費） 億 万円

浦賀警察署新築工事費

緑警察署新築工事費

新 旧津久井合同庁舎解体工事費

警察署耐震補強工事費

交番新築工事費

運転免許試験場特定事業費

警察活動の基盤となる警察署等の施設を整
備するための経費
・浦賀警察署　：３か年工事最終年
・緑警察署　　：３か年工事２年目
・津久井警察署新築工事に向けた
　　　　　　旧津久井合同庁舎の解体工事
・旭警察署耐震補強工事
・交番等実施設計（交番６、駐在所４）
・運転免許センターＰＦＩ事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

地域警察官等の街頭活動を強化するために
必要な車両、船舶、ヘリコプターの整備及
び維持に必要な経費

事 業 内 容 等

警察職員の人件費
　警察官　　15,703人（増減なし）
　一般職員　 1,674人（△１人）

サイバー空間における犯罪に対処するた
め、人的及び物的基盤を強化する経費

暴力団や国際犯罪組織などの反社会的集団
等に対する総合対策を推進し、犯罪インフ
ラ等を撲滅するための経費

少年の非行防止及び保護に係る総合対策を
強力に推進するための経費

98    

ＤＶやストーカー対策等の人身安全関連事
案に対処するための経費

2,769

   5,353

4,240

犯罪の抑止、街頭活動及び検挙活動強化の
ための経費

予 算 案

120   9,810

3,1291,686

1    1,154

交通安全施設の整備や交通安全教育を行
い、交通死亡事故等を抑止するための経費

有事における警察活動及び総合的な指揮を
円滑に推進するための経費
オリンピック・パラリンピックにおける警
備諸対策に必要な経費

   4,417

24    2,852

37    

   4,226

6,494

3    

【予算額】

億 万円 億 万円 万円

億 万円 億 万円 億 万円

交通安全施設整備費 億 万円 億 万円 億 万円

警察施設整備費 億 万円 億 万円 億 万円

その他物件費 億 万円 億 万円 億 万円

億 万円 億 万円 億 万円

 物　件　費 △3.8%287   1,319 298   5,250 △11  3,931

39    5,130 2    729   

1,949

37    4,401

39    6,778

221   4,071

5.5%

△5.7%△2   2,538

△11  

3,204

4,240

△5.1%

△0.6%4,448 1,984 5,175 △11  

令和２年度 令和元年度 対 前 年 度 比 較

当初予算（案） 当初予算 増 減 額 比 率

 人　件　費 0.0%1,686 3,129 1,685 9,925    

37    

合計 1,973 727   

210   2,122

【基本的な考え方】

安全で安心して暮らせる地域

社会の実現に向けて、「県民に

不安を与える犯罪の抑止・検

挙」、「交通死亡事故抑止対策

の強化及び交通安全施設の整

備」などの事業に重点的な予算

配分を行い、県民の期待と信頼

に応える力強い警察活動を展開

するための予算案とした。
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アクティブ交番の整備 

１ 目的 

  「神奈川県警察交番等整備基本計画」に基づき交番等を整備するに当たり、住民が交番に

求める「利便性」と安全・安心の拠り所としての「安心感」を高めるため、従来の交番機能を

有し機動力をいかした活動が可能な車両型「アクティブ交番」を整備する。 

 

２ 予算額 

  4,830万円 

 

３ 事業内容 

  ショッピングセンターや駅前等、多くの人が集まる施設へ定期的・計画的に巡回するほか、

事件・事故多発場所への先行配置や登下校時間帯に通学路等における子どもの見守り活動など

にも従事する。 

 

《駐留のイメージ》 

 
 

《運用のイメージ》 

 

 

 
問合せ先 
 警察本部地域部地域総務課 課長代理 電話045-211-1212（内線）3540 
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ＡＩソフトウェアを活用した犯罪・交通事故発生予測システム 

１ 目的 

  各種警察活動の効率を高め、県民の体感治安を向上させるため、ＡＩソフトウェアを活用 

した犯罪・交通事故発生予測システムに基づくパトロール等を実施し、先制的かつ効果的な 

治安対策を展開する。 

 

２ 予算額 

  3,329万円 

 

３ 事業内容 

  より高度な治安対策及び限られた警察力の効率的な運用を推進するため、「神奈川版コム

スタット」に、ＡＩソフトウェア等を導入し、ＡＩソフトウェアに事件・事故発生時の諸条件

を学習させて、重点パトロール地域を特定させるなどの取組を実施するとともに、その効果

検証を行っていく。 

 

《運用のイメージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問合せ先 
 警察本部生活安全部生活安全総務課 課長代理 電話045-211-1212（内線）3020 

人工知能(AI) 

人口 

気象情報 

犯罪・交通事故 
発生情報 

地勢情報 

特徴量 

重視された特徴量 

 ＡＩソフトウェアが提示するエリア等を参考として、制服警察官による

重点的なパトロール等を行い、犯罪や交通事故の防止につなげる。 
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交通安全施設整備費の概要 

１ 目的 

  道路利用者の交通の安全と円滑な交通環境を確保するため、交通安全施設を計画的に整備

する。 

 

２ 予算額 

  39億5,130万円 

 

３ 事業内容 

  令和２年度は、信号灯器のＬＥＤ化や道路標示の補修に重点を置き、全ての人が安全で安心

できる交通環境の整備を着実に進める。 

  

 予算額 主な事業内容 

管制施設  12億8,924万円  交通管制センター装置の整備等 

信 号 機 13億6,114万円  信号灯器のＬＥＤ化、信号柱の更新等 

標識・標示 13億  91万円  道路標示の補修、道路標識の更新等 

計 39億5,130万円  

 

 

 

《主な交通安全施設の更新数》 

交通安全施設 事業量 

制御機 246式 

車両用灯器 292式 

歩行者用灯器 252式 

信号柱 688本 

路側式道路標識 4,957本 

道路標示 446.7km 

 

 

 
問合せ先 
 警察本部交通部交通規制課 課長代理 電話045-211-1212（内線）5161 

【従来型灯器】 

 

【ＬＥＤ灯器】 

 

【標示補修前】 【標示補修後】 

 



１　目的

２　事業費内訳

主　な　事　業　名　／　内　　容

浦賀警察署新築工事費

 平成30年度～令和２年度　継続事業 総額：  19億1,100万円

緑警察署新築工事費

 令和元年度～令和３年度　継続事業 総額：  21億5,300万円

旧津久井合同庁舎解体工事費

 津久井警察署建設予定地に残置する旧津久井合同庁舎解体工事に係る経費

警察署耐震補強工事費

 旭警察署庁舎耐震補強工事に係る経費

 令和２年度～令和３年度　継続事業 総額：   2億2,100万円

交番新築工事費

 神奈川県警察交番等整備基本計画に基づき、令和２年度から10年間で約70か所の交番を統合すると

 ともに、存続させる交番等は年10か所程度を目標に建替えを推進する。（令和２年度は全て設計経費）

 野庭（港南）、六会日大駅前（藤沢北）、今宿（茅ケ崎）、

 東海大学駅前（秦野）、寺尾（大和）、横山（相模原）

 西富岡（金沢）、長柄東（葉山）、下中（小田原）、大田（伊勢原）

（）内は所属警察署

☆ 運転免許試験場特定事業費

 民間活力活用（ＰＦＩ方式）による運転免許センターの整備、維持管理に係る経費

 平成27年度～令和19年度　特定事業契約 総額： 197億6,630万円

 令和２年度整備内容：雨水貯留槽棟等の整備

 問合せ先

 ☆以外 警察本部総務部施設課 課長代理　電話 045-211-1212（内線）2261

 ☆について 警察本部交通部運転免許本部運転免許課

新庁舎建設室長　電話 045-211-1212（内線）785-290

警 察 施 設 整 備 費 の 概 要

4,100万円

5億7,300万円

県民の安全を守る警察活動拠点である｢警察署｣、｢交番｣などについて､社会情勢の変化への
対応及び施設の老朽や狭あい、耐震性の状況などを視野に入れ計画的な整備を行う。

予 算 額

交　番
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駐在所

13億7,300万円

1億3,300万円

○

13億7,200万円

建替え対象

2億3,300万円新


